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ネコブセンチュウ耐病性を付与したトマト台木の開発
【研究概要】

令和６年度補正予算「革新的新品種開発加速化緊急対策のうち政策ニーズに対応した革新的新品種開発（提案公募型）」

・化学農薬の使用量を減少することにより、
環境への負荷が低減され、持続可能な農業の実現
生産コストの削減、作業効率の向上

・安定した収量による、安定した価格でのトマト供給
の実現

Mi 打破系に対して耐病性を示し、耐
暑性を有するトマト台木品種候補を２
つ以上開発

そのため本研究では、ネコブセンチュウ耐病性トマト
台木を開発することで「生産コストの低減」「作業効率
の向上」「安定した価格でのトマト供給」を可能にする
ことを目的とする。

図. 本研究の概要

土壌病害虫発生圃場の増加により、安定したトマト栽
培が困難になっている。防除対策は①土壌くん蒸剤によ
る土壌消毒、②耐病性台木使用が主流となっている。
しかし、①は農薬の残留による環境への負荷、薬剤・

作業による生産コストの増大につながり、②は従来の耐
病性を打破するネコブセンチュウ (Mi打破系) が発生し、
防除が困難となっている。

本来なら着果している位置

耐病性系統を選抜

ゲノム編集個体

・各省への届出
・圃場試験にて耐病性を確認

・品種登録 (令和 11-12 年予定)
・販売開始 (令和 13 年予定)

図. ネコブセンチュウ発生圃場でのトマト

F1 ゲノム編集個体

ネコブセンチュウ耐病性を持つ、トマト台木の品種候
補の開発を実施。

エチレン受容体の遺伝子に変異が入ることにより、エ
チレン感受性が低下した矮性トマト品種のマイクロトム
(S. lycopersicum) においてネコブセンチュウ耐性が強化
されることが明らかとなっている。

本研究では Mi 打破系に対して耐病性を示すトマト台
木の開発を目的として、台木用トマト系統 (S. lycopersic
um)のエチレン受容体遺伝子を改変したゲノム編集体を
作成する（R7）。作成した複数のゲノム編集系統から、
耐病性及び採種性等の特性で選抜し、雄親系統とする（R
8）。その後、耐暑性を持つゲノム編集体でない雌親系統
と交配し、 F1 品種を作成する（R9）。

令和 9 年までに Mi 打破系に耐病性を示す F1 を選別
し、産地での試験に向けた届出を開始する（R10）。届
出が完了次第、産地での耐病性および、果実収量調査を
行う予定である（R11-12）。また、令和 11 -12 年には
並行して品種登録も予定している。


